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基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①：学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になっており 

効果的な意志決定が行える態勢となっているか。 
（観点にかかる状況） 
 本校では，校長のリーダーシップの下，迅速な意思決定が行える態勢となっている（資料 11－１－
①－１）。 
 学則第９条第１項により教務主事，学生主事，寮務主事を配置し，同第２項から４項でその役割を

明確に定めている（資料 11－１－①－２）。また，委員会等においても，内部組織規則第 15条により
設置され，それぞれ規則を定めている（資料 11－１－①－３）。 
 各種委員会は，平成 16年 12月にそれまでの委員会組織を見直し，より効率的に意思決定が行える
よう，それらを整理統合，廃止並びに改正を行った（資料 11－１－①－４）。 
 また，内部組織規則第 13 条により運営委員会を設置し，校長を委員長に，各主事，各学科長，専
攻科長，図書館長，情報処理教育センター長，地域共同研究推進センター長，各学科から選出された

教員各１名，事務部長を委員に組織され，学則や規則，予算，管理運営等，学校の重要事項を審議す

ることとしている（資料 11－１－①－５）。 
 さらに，本校の「校報第 58 号」で，校長，各主事，専攻科長，学科長，学級担任，各種委員会，
事務組織について，それぞれ設置根拠，役割等について掲載し，本校の教職員全員に周知した（資料

11－１－①－６）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 本校は，校長のリーダーシップの下に，教務主事を副校長として，学生主事，寮務主事を校長補佐

として配置し，迅速な意思決定ができる態勢になっている。 
 また，各種委員会においては，平成 16 年度に組織の見直しを行い，効率的で責任ある意思決定が
行えるように改善された。 
 さらに，校長，各主事，学科長，学級担任や各種委員会等について，その役割を明確にして全教職

員に周知している。 
 以上のことから，本校は校長，各主事，委員会等に役割が明確になっており，効果的な意思決定が

行える態勢であるといえる。 
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資料 11－１－①－１ 

出典：平成 18年度学校要覧 
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資料 11－１－①－２ 

 

資料 11－１－①－３ 
                          

出典：弓削商船高等専門学校学則 

出典：弓削商船高等専門学校内部組織
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資料 11－１－①－４ 
 
 

出典：庶務課 
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資料 11－１－①－５ 
 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 11－１－①－６ 
 
                           

出典：校報第 58号 
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観点11－１－②：管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活動し

ているか。 

（観点に係る状況） 
 管理運営に関する各種委員会については，校長が運営委員会，将来計画委員会等を，教務主事が教

務委員会等，学生主事が厚生補導委員会等，寮務主事が寮務委員会をそれぞれ所掌し，役割を分担し

ている。また，平成 16年 12月に，それまでの委員会組織を見直し，それらの規則を整理統合，廃止
並びに改正を行い，役割をより明確にするとともに，さらに効果的に活動できるよう改善した（資料

11－１－②－１）。 
 事務組織は，事務組織規程に基づき，事務部長が置かれ，事務部長の下に庶務課，会計課，学生課

の３課が置かれている。各課の事務分掌は，同規程により明確かつ適切に役割が分担され機能してい

る（資料 11－１－②－２）。また，「部課長会」を定期的に開催し，各課の懸案事項等を協議すること
によって，各課の横の連携をとっている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 管理運営に関する各種委員会は，校長，各主事がそれぞれ役割を分担し所掌している。また，平成

16年度に組織が見直され，各委員会規則が整理統合等されており，その役割の明確化，効率化が図ら
れている。事務組織においても，事務組織規程により各課の役割は明確にされ果たされている。 
 以上のことから，本校は管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的

に活動していると言える。 

出典：校報第 58号 
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資料 11－１－②－１ 

出典：庶務課 
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資料 11－１－②－２ 

 
 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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観点11－１－③：管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況） 
管理運営に関する諸規定は，内部組織規則第 13条２項及び 15条２項に基づき，運営委員会規則及

び各種委員会規則が定められている（資料 11－１－③－１～３）。 
 なお，諸規則は独立行政法人化に伴い，高等専門学校機構規則との整合性が取れるよう整備した。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 管理運営の諸規定は整備されていると言える。 
 
 
資料 11－１－③－１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              

出典：内部組織規則 
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資料 11－１－③－２ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 11－１－③－３ 

 

出典：庶務課 
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出典：庶務課 
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出典：庶務課 
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観点11－２－①：外部有識者の意見が管理運営に反映されているか。 

（観点に係る状況） 
本校では，管理運営及び教育研究活動の状況を審議し，学校運営の一層の発展に資することを目的

に，平成 16年４月に運営諮問会議規則を制定し，同年 11月 30日に「第１回運営諮問会議」を開催
した（資料 11－２－①－１～２）。第１回会議で受けた提言は，「第１回運営諮問会議報告書」を作成
し，全教員及び各課長に配布して提言内容の周知を図った（資料 11－２－①－３）。さらに，関係の
大学，中四国地区高専，近隣の教育委員会へ配布し，同時に本校ホームページへも掲載し公表した（資

料 11－２－①－４）。また，平成１７年７月には「第２回運営諮問会議」を開催し，諮問事項の他に，
第１回会議で受けた提言に対する本校の対応についても諮問委員によって審議された。第２回会議で

受けた提言は，全教職員に電子メールにて送付し，さらに「第２回運営諮問会議報告書」を作成し，

第１回会議同様，学内外へ公表した（資料 11－２－①－５）。 
 運営諮問会議での提言は運営委員会で報告されたのち，自己点検評価委員会において本校の対応方

法が検討され，各学科や各種委員会において実行されている。 
具体例を挙げると，第１回会議で受けた提言「練習船『弓削丸』を活用した個性的な教育活動の充

実」に対して，本校では「ｅ-操船支援システムの開発」を個性的な教育活動の大きな柱として取り組
んでいる（資料 11－２－①－６）。 
  
（分析結果とその根拠理由） 
 運営諮問会議において受けた提言は，運営委員会において報告され，全教職員へも周知されている。

提言に対する学校の対応についても自己点検評価委員会において検討され，各学科や各種委員会にお

いて実行されている。 
 以上のことから，本校は，外部有識者の意見が管理運営に反映されているといえる。 
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出典：弓削商船高等専門学校規則集 

資料 11－２－①－１ 
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資料 11－２－①－２    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                
 
 
資料 11－２－①－３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            出典：第 1回運営諮問会議報告書 

出典：庶務課 
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資料 11－２－①－４  

資料 11－２－①－５ 
 
                                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：第 2回運営諮問会議 

出典：本校ホームページ 
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資料 11－２－①－６ 
 

出典：商船学科 
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観点11－３－①：自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対して行

われ，かつ，その結果が公表されているか。 

（観点に係る状況） 
 本校では平成４年に自己点検・評価委員会を発足させ，教育研究，管理運営等の学校活動について

自己点検・評価報告書を作成し公表してきた（資料 11－３－①－１～２）。 
平成 16 年度には，自己点検・評価委員会において学校の総合的な状況について「本校の現状と課

題」を発行し，同年設置された「第１回運営諮問会議」ではその資料として活用した。また，高専機

構本部，関係大学・高専，近隣の教育委員会等へ送付し公表した（資料 11－３－①－３）。 
平成 17年度には，「第１回運営諮問会議」で受けた提言に対する本校の対応と結果について，自己

点検・評価委員会で検討し，その内容をまとめた，「第１回運営諮問会議の提言を受けて」を発行し，

平成 16年度同様に公表した。 
 また，外部評価においても，平成 16年４月に設置後，２回に渡り，「個性的教育の進め方について」，
「学生募集について」，「社会貢献について」，「専攻科について」を諮問し，提言を受けている。受け

た提言については「運営諮問会議報告書」としてまとめ，学内外へ発送するとともに，本校のホーム

ページへも掲載し公表している（資料 11－２－①－４）。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 平成４年に自己点検・評価委員会発足後，不断に自己点検・評価を実施してきている。平成 16 年
度には，学校の総合的な状況に対し，「自己点検評価報告書－本校の現状と課題－」を発行し，関係機

関や近隣の教育委員会等へ送付し公表している。また，平成 17 年度には，運営諮問会議で受けた提
言について，学校の対応とその結果を自己点検評価委員会で検討し，「自己点検評価報告書－第１回運

営諮問会議の提言を受けて－」を発行し，平成 16年度同様，関係機関へ送付し公表している。 
 以上のことから，自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対して

行われ，かつ，その結果が公表されていると言える。 
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資料 11－３－①－１ 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 11－３－①－２ 

出典：自己点検評価報告書 
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資料 11－３－①－３               

出典：庶務課 
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観点11－３－②：評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結び付

けられるような，システムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点に係る状況） 
 自己点検評価や外部評価の評価結果はそれぞれ報告書にまとめ，全教職員に配布し周知している。

また，自己点検評価委員会において，評価結果について対応方法を審議し，各学科や各種委員会にお

いて担当し実施している（資料 11－３－②－１）。 
 他方，平成 16 年度に，高等専門学校機構の中期計画に沿った本校独自の中期計画・年度計画を策
定し，実施に努めている。平成 16年 11月には中期計画推進室を設置し，年度計画の策定，実施を推
進している（資料 11－３－②－２）。年度計画の策定にあたっては自己点検評価結果や外部評価の結
果を踏まえ策定し，実施についてはその進捗状況をまとめ，全教職員あて電子メールにて通知し，学

内専用ホームページに掲載している（資料 11－３－②－３）。 
  
（分析結果とその根拠理由） 
 自己点検評価や外部評価の評価結果は，自己点検評価委員会において学校の対応について検討され，

学科や各種委員会において改善に取り組んでいる。 
さらに評価結果は年度計画にも反映され，中期計画推進室を通じて改善策への取り組みの推進とそ

の結果をフィードバックしている。 
 以上のことから，本校では評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改

善に結び付けられるような，システムが整備され，有効に運営されていると言える。 
 
資料 11－３－②－１ 
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出典：平成 17年度第２回自己点検評価委員会議事概要 
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資料 11－３－②－２ 

 

出典：弓削商船高等専門学校規則集 
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資料 11－３－②－３ 

出典：本校学内専用ホームページ
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 
 該当なし 
 
（改善を要する点） 
 該当なし 
 
（３）基準11の自己評価の概要 

 本校は，校長のリーダーシップの下に，教務主事を副校長として，学生主事，寮務主事を校長補佐

として配置し，迅速な意思決定ができる態勢になっている。 
 各種委員会は，平成 16 年度に組織が見直され，各委員会規則が整理統合等されており，その役割
の明確化，効率化が図られている。事務組織においても，事務組織規程により各課の役割は明確にさ

れ，果たされている。 
 自己点検評価に関しては，平成４年に自己点検・評価委員会を発足させて以来，教育研究，管理運

営等の学校活動について自己点検・評価報告書を作成し公表してきた。平成 16 年度には，学校の総
合的な状況に対し，「自己点検評価報告書－本校の現状と課題－」を発行し，関係機関や近隣の教育委

員会等へ送付し公表している。また，平成 17 年度には，外部有識者からなる運営諮問会議で受けた
提言について，学校の改善策とその結果を自己点検評価委員会で検討し，その内容をまとめた「自己

点検評価報告書－第１回運営諮問会議の提言を受けて－」を発行し，平成 16 年度同様，関係機関へ
送付し公表している。 
 また，外部評価については，平成 16年４月に運営諮問会議規則を制定し，同年 11月に第１回運営
諮問会議を開催した。会議で受けた提言内容は，運営委員会において報告された後，全教職員に対し

電子メールでその内容を周知するとともに，自己点検・評価委員会において学校の対応について検討

し，改善に取り組んでいる。 
 さらに，平成 16年度には，高専機構の中期計画に沿った本校独自の中期計画を策定し，同年 11月
には中期計画推進室を設置し，評価結果を踏まえた年度計画を策定し，推進している。 


